


　動物たちのすんでいる証拠としてよくあげられるのが、足跡や糞、食べ痕、毛

などですが、虫たちだってそんな痕跡をたくさん残しています。それは、小さな

小さな芸術品。

　葉っぱには、虫たちの食べ痕がたくさんあります。食べ痕といっても、四角か

ったり、丸かったり、模様のようだったり。様々な形の葉にさらに複雑な模様を

組み込み、芸術作品にしていくのです。クズの葉の縁を複雑な模様に変えている

「コフキゾウムシ」の食べ痕（写真①）や、まるでレース編みのようにスケスケ

の葉へと変えてしまう「クルミハムシ」（写真②）。一つとして同じ模様のない

逸品ものの出来上がり！です。

　今年は樹の花が豊作で、アセビやサラサドウダンも、見事な花を

長い間見せてくれました。エゴノキの下は、落ちた花が重なり合っ

て、白い玉石を敷いたようになっていますし、これから見頃を迎え

るヒメシャラも、多くの蕾をつけています。

　富士箱根地域特産で、箱根に多産するサンショウバラも、花付き

がよく見応えがありました。ビジターセンターのある仙石原周辺で

は、6月中旬が見頃でしたが、駒ケ岳山頂や外輪山の稜線沿い、精

進ヶ池周辺はまだ蕾で、見頃は7月、梅雨明けの頃になりそうです。

　

　サンショウバラは、幹の太さが１０ｃｍ以上にもなり、世界で最も幹が太くなるバラです。花も大

きく、7～８ｃｍあります。淡いピンクの一重の美しい花ですが、その命は短くて二日ともたずに次

々と散っていきます。

　箱根ではサンショウバラをハコネバラと呼び、箱根町の花に指定しています。（石原）

　

   

　丹沢は海から生まれたのは知っていますか？　今から1,700万年前に太平洋の海底火山として誕生しました。後に丹沢となる土地がフィリ

ピン海プレートに乗って北上してきて500万年前に本州に衝突し、100万年前の伊豆半島の衝突によって丹沢の原形が作られました。

　丹沢で最も古い1,700万年前の地層には「枕状溶岩」があります。知らない人にはただの石に見えるかもしれませんが、わかるようになる

と面白いです。枕状溶岩は海底で噴き出た溶岩がすぐに固まり、枕のような形で転がってできたものです。

　西丹沢自然教室には、野外に石の展示があります。６月からは中川川流域から採集した地元産の「枕状溶岩」の標本も展示してあります。

展示しているいものは、大きくて枕には使えませんが、採集に行った場所では枕サイズの枕状溶岩も転がっていました。

　西丹沢にお越しの際は、展示を通じて丹沢の遥かな歴史に思いを寄せてみてはいかがでしょうか？

　サルナシはマタタビ科のつる性植物で、キウイフルーツの原種と

とても近い種です。切ったサルナシの実はキウイフルーツと似てい

ませんか？ツキノワグマやテン、ニホンザルなどの野生動物が好ん

で食べているようです。この植物はつる性で他の樹木をつたって高

いところへ伸びていきます。

　

　登山中はつい足元ばかりを見てしまいがちですが、ぜひ木の上にも

目を向けてみてください。花から実へ、実から野生動物の糞の中へ?!

定期的に山歩きを楽しみながら、生きもののつながりを発見してみま

せんか？（村上）

　

10月初旬、登山道上でテ

ンの糞の中からサルナシの

種を発見しました。

8月初旬、実が落ちてい

るのを見つけました。

切ってみました。

7月初旬、別の場所で

若い実がなっているの

を見つけました。

6月下旬、表尾根でたくさ

んの花をつけたサルナシを

見つけました。

　そして、虫たちならではの渾身の芸術品は抜け殻。セミの抜け殻は有名ですが

他の虫の抜け殻だって負けてはいませんよ。透明なものから、色のついたもの、

抜け殻をしょって着飾っているものまでいるのです（写真③④）。頭上、足元様

々な場所に虫たちの芸術品が残されています。すぐそばには本物が待っているか

もしれません。よくよく観察して、芸術家を探してみましょう！ （谷脇）

宮ケ瀬ビジターセンター芸術家 ～虫たちの○○～
ハコネバラ
(サンショウバラ ) が綺麗です

発見！ 生きもののつながり 丹沢で一番古い地層 は…？

箱根ビジターセンター

西丹沢自然教室秦野ビジターセンター

④頭部の脱皮殻を背負った幼虫。キラキラとした脱皮殻が塔のように！

③テングアワフキの脱皮。突き出した鼻の形が一緒でしょ！

野外岩石展示　　石にもいろいろあります。 これが枕状溶岩。丹沢で一番古い地層です。

仙石原湿原に咲くサンショウバラ

仙石原湿原
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